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1．概要

国際的に建設機械の盗難が大きな問題となってお
り，国内では盗難機械（油圧ショベル）を用いた 
ATM強盗というさらなる社会問題化するなどの状況
下，建設機械の盗難防止対策が大きな課題となってい
る。とはいうものの規格作成は泥棒に手の内を教える
ことにならないかという懸念もあり，当初フランス担
当で（性能基準として）泥棒をシミュレートした試験
を行いその時間で評価する内容の規格案が作成された
が，日本などでもトライしたところ再現性が低い（試
験担当メンバーによるバラツキが大きい）ため，方向
性を見直すこととなり，日本（建設機械工業会）のガ
イドラインをベースに，設計的な要件で泥棒されにく
さをランク付けする方向で合意されたので，それを
ベースとすることとなった。
しかしながら，計 3回の国際WG開催で細かいすり
あわせを行っていたものの，時間切れで廃案となった
ため，再度新業務として投票，その結果，承認され，
以前はTC 127の分科会SC 1（性能試験方法）担当であっ
たがSC 3 分科会（機械特性・電気及び電子系・運用
及び保全）に移管，規格名称も「盗難防止装置」Anti-
theft system から「盗難妨害装置」Theft deterrent 
systemに変更，コンビナーも前任者の引退によりジャ
ノッシュ氏に交代して，WG再開され，今回パリで会合，
CD案文について検討することとなったところである。

2．会議場所など

・日時：平成 20 年 9 月 10 日～ 11 日
・ 場所：フランス国パリ市デファンス地区Maison de 
la mécanique（機械会館）のUNM（フランス機械
工業会連合）会議室
・ 出席者：ジャン＝ジャック＝ジャノッシュ（フラン
ス，キャタピラー社，会議発言では JJJ 氏と略す），
チップ＝クップマン（オランダ，損害保険関係者），
ハーカン＝ウエットシュトルム（スェーデン，ボル
ボ社），マーク＝シュテフェン（米国，キャタピラー

社），デビッド＝ギャンブル（米国，ジョンディー
ア社），砂村　和弘（日本，日立建機）　計 6名
・ TC 127/SC 3/WG 6 コンビナー（WG主査）：ジャ
ン＝ジャック＝ジャノッシュ氏（フランス）

3．主要議事

1） このワーキングの全体の進め方に関して：コンビ
ナーの JJJ 氏より，前回の案文作成までに 3度も
国際会議を経ており，2度も国際投票を経た案文で
あるから，全体の構成はこのままいじらずに ISO
化したい。内容に関して改定したい意向があれば，
それは別途NWIとしてやるべしと，全体の進めか
たに関して強い意向の説明があった。それで，ク
ラスわけや，この規格のスコープに関してはこの
まま進めることとした。これ自体は日本としては
歓迎すべきことである。
　ただし，クラスわけのなかで，前回の案文はリ
モートイモビをイモビから独立させてクラスを与え
ていたところが，最近の技術動向として，かなり近
接なリモート（JRで改札を通るときに使う「スイ
カ」みたいなもの）が増えてきており，リモートと
タッチ式の区分けがあいまいで難しくなっており，
リモートを独立したクラスとしないこととした。こ
のため，これまで 8クラスあったのが 1つ減って 7
クラスとなった。

（前回 ISO/TC 127 総会でハーカン＝ウエットシュト
ルム氏から提起された問題に関して）
2） 「ISO 10264 キーロック式始動装置をこの規格
（=ISO 22448）に含ませてしまおうというアイデ
ア」に関して：ISO 10264 には安全要求が含まれ
ているので，アンチセフトと混同するのはだめ
だと，私から主張し，受け入れられた。ついでに
ISO総会での本件の報告も私が宿題として受けた。

3）追跡装置（いわゆるセコム）の扱いに関して：
  米国でも盗難されるときに直接それを阻止しない
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ものの，盗難されたあとで，追跡できる装置が普
及し，効果をあげているそうである。日本から
の，もともとの建機工原案にはこれが入っていた
が，これまでの会議で「直接その機械の盗難を防
止しない装置はこの規格のスコープからはずす」
むね可決されてそうなってきた経緯がある。復活
に関して論じられたが，prEN 152136 Trucking 
systemとして別規格作成中との報告がクップマン
氏からあり，おりをみて，参照することにした。

4） 詳細は後日 JJJ 氏から配布される CD案文をご覧
いただきたいが，2年前の案文から大きな変更は
ない筈である。今回の会議は「出直し」を確認し
ただけのことだった。

5） 今後の予定：今回論議により，CD案文発行となり，
以後，特に大きな問題がない限り書面審議にて発
行を目指すこととなると思われる。

以上


